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　内閣府の「物資調達・輸送調整等支援システ

ム（以下「システム」という。）」は、国と地方

公共団体の間で、物資の調達・輸送等に必要な

情報を共有し、調整を効率化することで、迅速

かつ円滑な被災者への物資支援を実現すること

を目的としたシステムです。内閣府では、平成

30 年７月豪雨の災害によって得られた教訓を踏

まえ、更なる機能強化のためのシステム開発を

進めています。本稿においては、開発に至った

経緯や目的、概要についてご紹介します。

　物資を迅速に被災地に届けるためには、国や

都道府県、市町村等の関係機関の連携が欠かせ

ません。また、避難所の物資ニーズをできるだ

け早く把握し、避難所や拠点、調達・輸送のそ

れぞれの担当者が、十分に連携しながらスムー

ズに物資支援を進めていく必要があります。

　これまでは、こうした情報の把握や関係者間

の情報のやりとりは、主に電話やＦＡＸなどに

よって行われてきましたが、情報が錯綜し、複

数の関係者間の迅速な情報共有が十分ではあり

ませんでした。また、物資の到着確認も含めた

物資の充足状況の把握が十分でなく、結果とし

て、支援物資の偏りや物資ニーズとのミスマッ

チが生じることがありました。

　平成 30 年７月豪雨において、国のプッシュ型

の物資支援が行われましたが、こうした課題に

対して、災害の振り返りとしてとりまとめられ

た初動対応検証レ
※

ポートにおいて、「効果的かつ

効率的な物資支援のため、物資拠点や避難所の

物資情報（ニーズ、在庫、物資到着状況等）を

国・県・市町村で共有することが必要」とされ、

その見直しの方向性として、「避難所のニーズと

必要な物資の発注、物資到着状況の確認を一元

的に行うことができるよう、物資調達・輸送調

整等支援システムの機能強化を行う。」とされた

ところです。

　こうした災害における教訓を踏まえて、内閣

府では、現行のシステムを機能強化し、情報共

有の範囲を国と都道府県に加えて市町村や避難

所までに広げ、物資情報（ニーズ、調達・輸送
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状況等）を国・都道府県・市町村で

共有することとしました。

　システムの導入により、避難所の

物資ニーズや物資の要請・輸送に係

る情報を関係者間で一元的に管理・

共有できるようになり、物資支援の

迅速化や避難所の物資ニーズに対す

るミスマッチの解消につなげること

を目指しています。また、このシス

テムは、平時の避難所および物資拠

点の管理、備蓄物資の管理にも活用

でき、災害時の初動対応の迅速化に

も寄与します。

　システムの主な機能は、図４のと

おり、避難所状況管理機能、物資支

援要請機能、調達・輸送状況管理機能、

物資在庫管理機能、精算支援機能等

です。

　なお、このシステムは、パソコン

やタブレット、スマートフォン等の

端末を問わず利用することができま

すので、庁舎、物資拠点、避難所等

のぞれぞれの場所で、随時、必要な

情報を入力更新することができます。

　今回ご紹介したシステムについて

は、関係省庁や都道府県等と調整し

ながら、現在開発を進めているとこ

ろですが、2019 年度内に開発及び訓

練周知を行い、2020 年度からの運用

を目指しています。

　災害時に迅速かつ円滑に物資支援

を行うためには、国、都道府県、地

方自治体が、それぞれの組織の枠を

超えて、情報共有や連携を行うこと

が重要です。このシステムは、そう

した情報共有や連携に大きく寄与す

るものと考えておりますので、各関

係機関においても趣旨目的をご理解

いただき十分にご活用いただきたい

と考えています。
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図４　物資調達・輸送調整等支援システムの主な機能

主な機能 概　要

①避難所状況管理機能
平時より避難所・物資拠点の情報（拠点名、住所、施設規模

等）を管理し、災害発生時には、避難所・物資拠点の開設状

況や避難者数等をリアルタイムに共有。

②物資支援要請機能
避難所の物資ニーズをシステム上に入力・集約すること

で、情報を効率的に共有し、ニーズとのミスマッチ解消に

つなげる。

③調達・輸送状況管理機能
支援要請から調達・輸送、物資到着までの情報を避難所の

担当者や調達担当者、拠点担当者、輸送担当者等が各拠点

からそれぞれ必要な情報を更新し一元的に管理。

④物資在庫管理機能
災害時における各拠点の物資の在庫管理を行うともに、平

時から各拠点の物資の在庫管理を行う。

⑤精算支援機能
物資調達費用及び輸送費用等の精算に関する情報をシステ

ムから出力し精算業務を支援。




